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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

県支出金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 21,642 87,838 109,480
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 34,000

総務費 項 総務管理費 01 一般管理費 所属 0101010100-0000 総務課

事業

0115 ふるさと湯梨浜応援基金事業 (簡略番号：000537) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 55,642 237,840 293,482 64,770 228,713

財
源
内
訳

国庫支出金

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　ふるさと納税制度のもと、町特産品のPRや、各種事業の財源としての寄附金増加を図る
　ため、ふるさと納税専門サイト（ふるさとチョイス・楽天ふるさと納税・ANAふるさと納
　税・ふるなび・さとふる）の効果的な運営により寄附受付を推進する。
　【補正の必要性】
　　令和6年7月に実施したふるさと納税サイト「ふるなび」内特別広告と米不足による米需
　要高騰の影響により、ふるさと湯梨浜応援基金事業の寄附金が当初の想定より増加する見

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19

節 補正要求 補正査定 節

150,002 184,002
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 11,900 11,900 22 償還金､利子及び割引料

05 災害補償費 20 貸付金
扶助費

　　返礼品の充実、広報体制の強化等を行うことにより、寄附件数・金額の増加を図る。
　【補正の効果】

24 積立金 34,000 34,000

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
寄附金 17010101001 ふるさと湯梨浜応援基金寄附金 34,000

14 工事請負費

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり(健全な財政運営の推進)
　SDGｓ　目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　・寄附金増加に伴う寄附受付経費の増額補正　　　54,542千円
　・Amazonふるさと納税サイト導入経費　　　　　　 1,100千円

２．根拠法令
　地方自治法第241条、ふるさと湯梨浜応援基金条例

　込であるため、寄附金増加に伴う寄附受付サイト使用料、受付事務委託料、寄附者への返
　礼品購入費用等の増額補正が必要となる。加えて、新規にAmazonふるさと納税サイトを追
　加導入するにあたり、利用申込及びシステム導入等に係る費用の増額補正が必要となる。
　【補正の内容】

12 委託料 1,232 1,232 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 5,579 5,579 予備費

10 需用費 25 寄附金
11 役務費 2,931 2,931 26 公課費

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費

15 原材料費 合　計 55,642 55,642

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

補助金等の名称
６．財源の説明
　【そ の 他】　34,000千円（ふるさと湯梨浜応援基金寄附金）　
　【一般財源】　21,642千円

　　ふるさと納税の適切な運用を図ることができる。

３．用地の状況

02款 01項 01目 011500000事業 ふるさと湯梨浜応援基金事業

－1－
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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

総務費 項 総務管理費 03 財政管理費 所属 0101011100-0000 総務課（財務管財）

事業

0011 財政臨時経費 (簡略番号：035845) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 489 489 489

財
源
内
訳

国庫支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6.12.17～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債

県支出金

　の負担軽減を図る。 04 共済費 19 扶助費
　業務に係る資格審査の円滑化を図る。加えて、申請に係る事業者負担及び受付に係る事務 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 489 489
　　鳥取県が中心となって構築する資格審査共同受付システムに参画し、建設工事及び測量 02 給料 17 備品購入費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 489 489

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　上する。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　資格審査共同受付システムへの参画に必要なシステム構築に係る県への負担金を補正計 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の必要性】　 05 災害補償費 20 貸付金

12 委託料 27 繰出金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費

10 需用費 25 寄附金
　・負担金補助及び交付金　　489千円（湯梨浜町負担分） 09 交際費 24 積立金

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
５．本年度の計画効果

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 489 489
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（健全な財政運営の推進）

14 工事請負費
３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費

　【一般財源】　489千円
６．財源の説明

　を円滑に実施できるとともに、申請に係る事業者負担及び受付に係る事務の負担軽減を図
　ることができる。

　【本年度の計画・効果】
　　鳥取県との共同受付システムに参画することで、建設工事及び測量業務に係る資格審査

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

補助金等の名称

02款 01項 03目 001100000事業 財政臨時経費



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 01項 04目 001000000事業 会計経常経費

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　　口座振替を推進するとともに、キャッシュレス決済等多様な決済方法に対応できる仕
　　組みをつくり、町民の利便性の向上、会計事務の効率化を図る。
　【補正の効果】
　　　出納業務を適切かつ効率的に行うとともに、支払方法の多様化に対応できることが期 補助金等の名称 デジタル田園都市国家構想交付金
　　待される。 補助基本額 2,158 補助率 50.0% 補助金額 1,079

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【国庫補助金】 △511千円 計 上 額
　【一般財源】 　△778千円

２．根拠法令
　　地方自治法、湯梨浜町財務規則、湯梨浜町出納室設置規則 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

国庫支出金 14020101246 デジタル田園都市国家構想交付 △511
３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（効率的な行政運営の推進）

　　　①セミセルフレジ購入時の入札による減額　△1,457千円 12 委託料 27 繰出金
　　　②キャッシュレス決済端末追加購入　△105千円 13 使用料及び賃借料 105 105 予備費
　　　③専用回線（VALUX）使用手数料の料金改定等　63千円 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 △1,289 △1,289

　　　　追加設置するため 08 旅費 23 投資及び出資金
　　　③各金融機関へ振込データを送信するために使用している専用回線の手数料が改定さ 09 交際費 24 積立金
　　　　れたため 10 需用費 25 寄附金
　【補正の内容】 11 役務費 63 63 26 公課費

　　　所に導入するもの。　　　 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　　　①出納室に導入されたセミセルフレジの請負差額が生じたため 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　　②町民の利便性を向上させるためキャッシュレス決済端末を「みんなのげんき館」に 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　　　公金支払時の町民の方の待ち時間の短縮や支払方法の多様化に対応するため、出納 02 給料 17 備品購入費 △1,457 △1,457
　　　室にセミセルフレジ（自動釣銭機付）の導入やキャッスレス決済端末を役場及び各支 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

事 業 費 △1,289 12,801 11,512 5,450 6,063

財
源
内
訳

国庫支出金 △511 1,590 1,079
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 △778 11,211 10,433

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 04 会計管理費 所属 0101010700-0000 出納室

事業

0010 会計経常経費 (簡略番号：000954) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

－3－



－4－

款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

県支出金 197 1,315 1,512
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0021 定住促進対策事業 (簡略番号：001121) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 394 3,032 3,426 71 3,356

財
源
内
訳

国庫支出金

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　鳥取県移住定住推進交付金を活用し、県外からの移住者への住宅新築・購入や空き家活用 02 給料 17 備品購入費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 197 1,717 1,914

　制度のうち移住定住者住宅支援補助金について、実績に基づく必要見込額に予算が不足す 05 災害補償費 20 貸付金
　るため増額補正する。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　支援制度を運用する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 394 394
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　　必要見込額2,500千円－現計予算額2,000千円＝補正計上額500千円 09 交際費 24 積立金
　　参考：既交付決定済　2件　1,500千円 10 需用費 25 寄附金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　移住定住者住宅支援補助金　 08 旅費 23 投資及び出資金

　　参考：既交付決定済　4件　204千円　　　　　　　　　　　補正計上額計　394千円 13 使用料及び賃借料 予備費
　 14 工事請負費

　移住定住者家賃支援補助金 11 役務費 26 公課費
　　必要見込額324千円－予算額430千円＝補正計上額▲106千円 12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況

４．基本計画との関連

15 原材料費 合　計 394 394
２．根拠法令
　町空き家改修事業補助金交付要綱、町移住定住者住宅支援事業補助金交付要綱、町移住定 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　住者家賃助成事業補助金交付要綱、県移住定住推進交付金交付要綱 都道府県支出金 15020101418 鳥取県移住定住推進交付金 197

　【本年度の計画】
　移住定住者住宅支援補助金　　　2件2,000千円　→今回補正後　3件2,500千円
　移住定住者家賃支援補助金　　　5件　430千円　→今回補正後　8件　324千円 補助金等の名称 鳥取県移住定住推進交付金
　空き家家財道具等処分費補助金　3件　600千円　 補助基本額 394 補助率 50.0% 補助金額 197
　【補正の効果】移住定住による地域活性化を図る。

　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅲ町民みんなが創るまち（移住定住の推進）
　【第４次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（移住定住の推進）

５．本年度の計画効果

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【県支出金】鳥取県移住定住推進交付金　197千円
　【一般財源】197千円

02款 01項 06目 002100000事業 定住促進対策事業



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

補助基本額 補助率 補助金額
６．財源の説明
　【一般財源】328千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 002500000事業 ボランティア団体育成支援事業

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①ボランティア登録団体の活動助成②各団体の活動紹介（町報等）
　【事業の効果】
　活動助成を行うことで活動の充実と促進を図ることができる。また、活動の紹介や優秀団
　体の表彰を行うことによって、当該団体はもとより、町民のボランティア活動に対する意
　識の高揚を図ることができる。 補助金等の名称

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 328 328

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち（まちのにぎわい創出や拠点の
　形成）
　【第4次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（住民参画社会の推進）
　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

　湯梨浜町ボランティア団体登録要綱 11 役務費 26 公課費
　湯梨浜町いきいきボランティア団体活動助成事業実施要綱 12 委託料 27 繰出金
　 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　補助金：328千円の増額。 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 328 328
　いきいきボランティア団体活動助成金は、当初14団体に対する439千円を予定していたが 04 共済費 19 扶助費
　、各団体の活動再開や事業拡大に伴い、団体育成のための18団体に対して支援する必要が 05 災害補償費 20 貸付金
　ある。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 328 439 767

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　ボランティア団体の育成支援の取組を進める。 02 給料 17 備品購入費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0025 ボランティア団体育成支援事業 (簡略番号：001175) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 328 570 898 202 697

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 131 131

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

－5－
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　【事業の効果】住民主体によるまちづくりの機運醸成を図ることができる。 補助基本額 補助率 補助金額
　

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【国庫支出金】デジタル田園都市国家構想交付金　△120千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　△120千円

02款 01項 06目 004200000事業 まちづくり創造事業

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり(コミュニティ活動の促進)
　【ＳＤＧｓ】目標11「住み続けられるまちづくり」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　新規申込みの際は審査会を開催し、採択の可否を決定する。既採択団体には、活動に
　対する経費の一部を助成する。 補助金等の名称

　補助金　240千円の減額 15 原材料費 合　計 △240 △240

２．根拠法令 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　湯梨浜町まちづくり創造事業実施要綱・湯梨浜町まちづくりステップ事業実施要綱 国庫支出金 14020101246 デジタル田園都市国家構想交付 △120

３．用地の状況

　化及び振興の中核になる人材育成が図られ、住民が主体となるまちづくりを促進する。 11 役務費 26 公課費
　令和６年度中にまちづくり創造事業の補助金を利用する新規団体が１団体あるものと見込 12 委託料 27 繰出金
　んでいたが、その見込みがなくなったため不用額を減額する。 13 使用料及び賃借料 予備費
　【補正の内容】 14 工事請負費

　　まちづくり創造事業により助成し、3年間経過した団体のうち、その事業成果の有効性 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　があるものに　ついて、さらに3年間の助成を行う。 08 旅費 23 投資及び出資金
　【補正の必要性】 09 交際費 24 積立金
　自主的、継続的なまちづくり創造活動を行う団体の活動を支援することにより、町の活性 10 需用費 25 寄附金

　○まちづくり創造事業 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 △240 △240
　　原則として新規事業を対象とし、永続性（原則3年以上）があり、地域活性化が図られ 04 共済費 19 扶助費
　る事業を助成する。 05 災害補償費 20 貸付金
　○まちづくりステップ事業 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 △120 352 232

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　自主的、継続的にまちづくりを推進する団体への助成を行う。 02 給料 17 備品購入費

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

△240 702 462 461 2

財
源
内
訳

国庫支出金 △120 350 230
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0042 まちづくり創造事業 (簡略番号：001229) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【地方債】過疎対策事業債（ジュニアグラウンドゴルフ発祥地大会）△800千円
　【一般財源】△73千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 012700000事業 ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会補助金

　・会場：グラウンドゴルフのふるさと公園「潮風の丘とまり」ほか
　・募集人数：180名（小学生の部）、60名（付添者の部）
　【事業の効果】
　本大会を通して、青少年へのグラウンド・ゴルフの普及が図られるとともに、世代間や地
　域を超えた交流推進を図ることができる。また、地域の産業や観光資源を活用することに
　より、地域の活性化が期待される。
　

補助金等の名称

　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（生涯にわたる健やかな健 15 原材料費 合　計 △873 △873
　康づくりと運動、スポーツの推進）

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
５．本年度の計画効果 地方債 21010102004 過疎対策事業債（ジュニアグラ △800
　【本年度の計画】
　第19回ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会の開催
　・期日：令和6年8月3日（土）～4日（日）

11 役務費 26 公課費
３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
４．基本計画との関連 14 工事請負費

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　補助金　873千円の減額。 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　り、グラウンド・ゴルフ発祥の地である湯梨浜町で大会を開催し、ジュニアスポーツ人口 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 △873 △873
　の拡大と青少年の健全育成を図る。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　事業実績見込額により不用額が生じることとなったため、予算を減額するものである。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

800 800
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 △73 81 8

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　町及び公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会の主催で全国の小学生からの参加者を募 02 給料 17 備品購入費

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

△873 2,981 2,108 2,623 △515

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債 △800 2,100 1,300

事業

0127 ジュニアグラウンド・ゴルフ発祥地大会補助金 (簡略番号：001338) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

事業

0281 住宅取得仲介報酬助成事業 (簡略番号：035328) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

718 1,303 2,021 1,011 1,011

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　定住目的で住宅または住宅用土地の取得に要する宅地建物取引事業者に支払う仲介手数料 02 給料 17 備品購入費

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 718 1,303 2,021

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

　実績に基づく必要見込額に予算が不足するため増額補正する。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　の一部を助成し、定住促進によるまちの活性化を図る。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 718 718
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　　参考：既交付決定済　8件　978千円 09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

　住宅等取得仲介手数料補助金 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　必要見込額2,018千円－予算現計額1,300千円＝補正計上額718千円 08 旅費 23 投資及び出資金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　湯梨浜町住宅等取得仲介手数料補助金交付要綱 12 委託料 27 繰出金

　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

15 原材料費 合　計 718 718
４．基本計画との関連
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅲ町民みんなが創るまち（移住定住の推進） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（移住定住の推進）

６．財源の説明
　【一般財源】718千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

　住宅等取得仲介手数料補助金　14件1,300千円　→今回補正後　16件2,018千円
　【補正の効果】
　移住定住促進による地域活性化を図る。

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 028100000事業 住宅取得仲介報酬助成事業
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

県支出金 504 1,400 1,904
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0297 空き家利活用流通促進事業補助金 (簡略番号：038693) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 756 2,100 2,856 264 2,592

財
源
内
訳

国庫支出金

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　市場で流通していない空き家を利活用する改修工事費等の一部を助成し、空き家活用によ 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 252 700 952

　実績に基づく必要見込額に予算が不足するため増額補正する。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　る賑わいの創出、移住定住の促進、景観及び環境衛生の保持を図る。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 756 756
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　　参考：既交付決定済　3件　1,356千円 09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

　空き家利活用流通促進事業補助金 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　必要見込額2,856千円－予算現計額2,100千円＝補正計上額756千円 08 旅費 23 投資及び出資金

　湯梨浜町空き家利活用流通促進事業補助金交付要綱 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　鳥取県空き家利活用流通促進事業補助金補助金交付要綱 12 委託料 27 繰出金

　【SDGｓ】目標11　「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 756 756

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（移住定住の推進） 都道府県支出金 15020101229 空き家利活用流通促進事業補助 504

６．財源の説明
　【県支出金】鳥取県空き家利活用流通促進事業補助金　504千円 補助金等の名称 鳥取県空き家利活用流通促進事業補助金
　【一般財源】252千円 補助基本額 756 補助率 66.6% 補助金額 504

　空き家利活用流通促進事業補助金
　　住宅活用型　　2件1,100千円　→今回補正後　4件1,956千円
　　非住宅活用型　1件　900千円
　【補正の効果】利用されていない空き家活用による地域活性化と景観、衛生の保持等

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 06目 029700000事業 空き家利活用流通促進事業補助金
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 要求時 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 10 情報化推進費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

県支出金
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0110 情報化推進経常経費 (簡略番号：001796) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 3,667 24,889 28,556 13,568 14,989

財
源
内
訳

国庫支出金

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　行政業務システムのイントラネット機器設備の保守管理及びセキュリティ対策等適正なシ 02 給料 17 備品購入費 3,667 3,667

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 96 96
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 3,667 24,793 28,460

　全職員が使用している業務用パソコンの基本ソフトウェアのメーカーサポートが令和7年1 05 災害補償費 20 貸付金
　0月に終了するため計画的な更新作業を行っているが、期間内の確実な実施に向けて、更 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　ステム管理を行う。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　デスクトップ型PC　14台　2,464,000円 10 需用費 25 寄附金

　新不可能な旧式パソコンの買い替えを一部今年度に前倒し実施するため必要な備品購入経 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　費を増額計上する。 08 旅費 23 投資及び出資金

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費

　ノート型PC　　　　17台　1,203,000円 11 役務費 26 公課費
　補正計上額計　　　　　　3,667,000円 12 委託料 27 繰出金

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり(効率的な行政運営の推進)
　　ＳＤＧｓ　目標９「産業と技術革新の基盤をつくろう」

　湯梨浜町情報セキュリティポリシー（令和2年2月制定） 15 原材料費 合　計 3,667 3,667

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　年度に104台を購入、83台をソフトウェア更新する。
　【補正の効果】
　業務基幹システム端末のメーカーサポートはセキュリティ対策上必須であり、適切な機器 補助金等の名称
　更新により行政業務の確実な推進を図る。 補助基本額 補助率 補助金額

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　業務用パソコン総数330台のうち基本ソフトウエア更新済112台・未更新218台。未更新218
　台のうち、旧式のため本体購入が必要な135台について、今年度に31台を前倒し購入し来

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【一般財源】3,667千円 計 上 額

02款 01項 10目 011000000事業 情報化推進経常経費



款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 11 ＣＡＴＶ費 所属 0101010900-0000 デジタル・みらい戦略課

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 310 34,700 35,010

県支出金
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 2,000 48,000 50,000

事業

0221 ゆりはまネット臨時経費 (簡略番号：001999) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,310 82,700 85,010 17,475 67,536

財
源
内
訳

国庫支出金

　設されることに対応し、ゆりはまネット設備の増設を行う。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　ゆりはまネット機器の更新・整備等を実施する。下浅津地内に民間集合住宅（2棟）が建 02 給料 17 備品購入費

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　光ケーブル施設増設工事（下浅津地区） 08 旅費 23 投資及び出資金

　ゆりはまネットの安定した通信サービスを提供するため、光ケーブル網未整備地区に設備 05 災害補償費 20 貸付金
　増設を行う工事費を増額補正する。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　湯梨浜町光ファイバーネットワーク施設の設置及び管理に関する条例 12 委託料 27 繰出金

　2,100千円×1.1＝2,310千円 09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

15 原材料費 合　計 2,310 2,310
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（情報通信環境の整備） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

地方債 21010101001 地域活性化事業債（CATV幹線増 2,000

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費 2,310 2,310

　町内の超高速光ケーブル網による安定したテレビ・通信・告知サービスを提供することが
　できる。

６．財源の説明

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　新規加入者対応の施設整備工事の実施。
　【事業の効果】

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 01項 11目 022100000事業 ゆりはまネット臨時経費

　【地方債】　2,000千円（地域活性化事業債）
　【一般財源】　310千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額
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款 02 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 01項 12目 011700000事業 アロハフレンドシップ補助金

　平成８年から姉妹都市提携を続けているハワイ郡との交流関係を維持することができる。
　【令和5年度評価】
　日本ハワイ姉妹州姉妹都市サミットへの参加、ハワイ郡への表敬訪問及びハワイ島日系人
　商工会議所会員の来町対応を通じ、姉妹都市関係の強化につながった。また、コロナ禍で 補助金等の名称
　途絶えていた町内中学生（アロハメイツ）によるハワイ島を訪問を再開し、ホームステイ 補助基本額 補助率 補助金額
　や文化体験等を通じて、国際理解を深めることができた。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　一般財源：1,159千円

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　①ハワイ郡中学生の来町による交流事業
　②ハワイ郡及びハワイ島日系人商工会議所関係者の来町による交流事業
　③姉妹都市提携盟約書更新のためハワイ郡訪問
　【事業の効果】
　本町とハワイ郡の中学生等が交流することで、相互理解の向上が期待される。

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 1,159 1,159
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（多様な交流の推進）
　【SDGs】目標4「質の高い教育をみんなに」 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

09 交際費 24 積立金
２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金
　姉妹都市交流に関する盟約書 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　　R6.11月、ハワイ郡長選挙後に、盟約書を更新し、2年後に迫る姉妹都市提携30周年に合 05 災害補償費 20 貸付金
　わせ、更なる友好を深める必要がある。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　補助金の増額　1,159千円 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　姉妹都市提携を結んでいるアメリカ合衆国・ハワイ郡との交流を継続し、中学生の交流 02 給料 17 備品購入費
　事業等を実施するものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,159 1,159
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 1,159 1,149 2,308

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

総務費 項 総務管理費 12 国際交流推進費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

1,159 1,505 2,664 1,505 1,159

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 356 356

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0117 アロハフレンドシップ補助金 (簡略番号：002077) 区　　分 今回補正額

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 01項 13目 011000000事業 ハワイアロハホール経常経費

　【一般財源】689千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画効果】
　地域文化の拠点であり、緊急時には避難所となるハワイアロハホールの適正な維持管理を
　実施する。それにより、町民の文化活動拠点を整え、文化活動への参加を推進する。

６．財源の説明

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 689 689
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり（文化、伝統、豊かな自然
　の継承と再発見） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【ＳＤＧｓ目標】4.質の高い教育をみんなに

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例 10 需用費 689 689 25 寄附金
　ハワイアロハホールの設置及び管理に関する条例施行規則 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　使用量が増加したため増額補正を行う。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　需用費（燃料費）689千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　ハワイアロハホールの適正な維持管理を実施する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　空調設備及び自家発電設備の稼働に必要なＡ重油の単価上昇に加え、猛暑によりＡ重油の 04 共済費 19 扶助費

支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 21,668 21,668
補助単独区分 目的区分 一般財源 689 16,662 17,351

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 13 ハワイアロハホール費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

689 38,330 39,019 22,837 16,183

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0110 ハワイアロハホール経常経費 (簡略番号：002187) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 01項 16目 005100000事業 県支出金返還金（産業振興課）

　補助金返還額を受領し、国庫へ返還する。
　

６．財源の説明 補助金等の名称
　【ぞの他】18,684千円（雑入） 補助基本額 補助率 補助金額
　【一　般】1千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　補助金返還額を受領し、国庫へ返還する。
　【補正の効果】

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 18,685 18,685
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 諸収入 20050302712 緑の産業再生プロジェクト事業 18,684

　※社会福祉事業所　耐用年数22年の施設であり、財産処分制限期間中の事業譲渡のための 09 交際費 24 積立金
　補助金返還　 10 需用費 25 寄附金
　 11 役務費 26 公課費
　 12 委託料 27 繰出金

　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　補助金要綱等に基づき、適正な処理を行うために必要。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料 18,685 18,685
　返還金18,684,110円　(国、県と返還額については確認済) 08 旅費 23 投資及び出資金

節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　平成22年度緑の産業再生プロジェクト事業に係る補助金について、補助事業者(経営者)の 02 給料 17 備品購入費
　事情により、町内事業所(店舗)の運営継続が難しくなったことから、補助事業者が運営形 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　態の同じ団体へ事業譲渡による財産処分をしたことに伴う補助金返還。 04 共済費 19 扶助費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 総務管理費 16 諸費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0051 県支出金返還金（産業振興課） (簡略番号：024317) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 18,685 18,685 18,685

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6.12.17～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 18,684 18,684
補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 1 1

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定



款 02 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 02項 02目 001100000事業 賦課徴収臨時経費

　【補正の効果】
　　適正な税務業務を実施し、町行政における各種施策を実行するための費用を確保する。

６．財源の説明
　【一般財源】　　308千円
　 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【SDGｓ】目標11「住み続けられるまちづくりを」
　 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　団体連携試験等支援業務委託　　　　　1式　1,122千円
　　住民税システム改修委託業務　　　　　1式　1,496千円
　　固定資産税システム期割変更処理業務　1式　　308千円（今回補正）など　

３．用地の状況 12 委託料 308 308 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

４．基本計画との関連 14 工事請負費
　【第４次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（健全な財政運営の推進） 15 原材料費 合　計 308 308

08 旅費 23 投資及び出資金
２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　地方税法及び湯梨浜町税条例等 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費

　　令和７年度から固定資産税の納期を８期から４期に変更するにあたり、個別プログラム 04 共済費 19 扶助費
　の修正が必要であるため、システム改修を行う。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　委託料（固定資産税システム期割変更処理業務）308千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

一般財源 308 1,122 1,430

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　公平かつ適正な税務業務を実施するためのシステムを整備する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

財
源
内
訳

国庫支出金 1,496 1,496
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0011 賦課徴収臨時経費 (簡略番号：039394) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 308 2,618 2,926 1,936 990

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－徴税費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 徴税費 02 賦課徴収費 所属 0101010200-0000 町民生活課（税務）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 02項 02目 001700000事業 町税等還付金

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（健全な財政運営の推進）

５．本年度の計画効果
　税負担の公平性を確保するため、適正な課税および還付処理を行う。

６．財源の説明
　【一般財源】　748千円

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　地方税法等 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 748 748
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　9月までの支出額3,130,460円に、過去3年分の10月以降の平均支払額803,046円の支出を見 10 需用費 25 寄附金
　込んだ額に、特殊事情の大型還付814,100円を加算して、不足額を増額補正する。 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　　近年の実績により算出した見込額（当初予算額）に対して、過年度の確定申告や住民税 05 災害補償費 20 貸付金
　申告に伴う町県民税の減額や、法人町民税の確定申告による予定納税分の還付、住宅用地 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　特例の遡及適用による固定資産税の還付等により、還付額が当初の見込みよりも増加した 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料 748 748
　ため、必要額を補正する。 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　前年度までに課税し納付された町税に対して、後年度に異動等が生じて減額となった場 02 給料 17 備品購入費
　合に、納め過ぎとなっている町税等を納税者に還付するもの。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

748 4,000 4,748 3,857 892

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 総－徴税費 一般財源 748 4,000 4,748

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 徴税費 02 賦課徴収費 所属 0101010200-0000 町民生活課（税務）

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0017 町税等還付金 (簡略番号：003021) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　できる。
　

補助金等の名称
６．財源の説明 補助基本額 補助率

実施
計画

実施計画
計 上 額

02款 03項 01目 001000000事業 戸籍住民基本台帳経常経費

　　　SDGｓ　目標１６「平和と公正をすべての人に」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

100.0% 補助金額
　【一般財源】　91千円

　　戸籍システムリース料・サポート委託料
　　相談スペースの設置等　
　【補正の効果】
　　戸籍システムの維持管理及び台帳の保存管理、適正かつ効率的な事務執行を行うことが

　関する法律各施行規則等 13 使用料及び賃借料 91 91 予備費
14 工事請負費

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 91 91

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（効率的な行政運営の推進）

　　使用料（ウイルス対策ソフトライセンス、市町村便覧）1式　91千円 09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　戸籍法、住民基本台帳法、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に 12 委託料 27 繰出金

　　戸籍情報システム更新にあたり、これまでは５年間契約の内容に含まれていたものを、 05 災害補償費 20 貸付金
　延長分として計上する。戸籍情報システムを安全、確実に運用するために必要な経費であ 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　る。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　戸籍情報システムにより、戸籍・住民基本台帳に係る窓口業務及び台帳の保存管理に係 02 給料 17 備品購入費
　る業務を行う。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

91 11,346 11,437 7,075 4,363

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 6,959 6,959
補助単独区分 目的区分 総－戸籍・住民基本台 一般財源 91 4,172 4,263

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

総務費 項 戸籍住民基本台帳費 01 戸籍住民基本台帳費 所属 0101010400-0000 町民生活課

財
源
内
訳

国庫支出金 189 189
県支出金 26 26

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0010 戸籍住民基本台帳経常経費 (簡略番号：003138) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

－17－



－18－

款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
03款 01項 01目 014200000事業 家庭子育て支援事業

　昼間家庭で子育てすることを望む保護者に対し、経済的支援を行う。家庭で保育している
　祖父母等のさらなる申請件数、利用率の増加を図る。
　【補正の効果】
　乳幼児期を家庭で子育てしたいと望む保護者に対し経済的支援を行い、安心して子育てで
　きる環境を推進することができる。

補助金等の名称 鳥取県おうちで子育てサポート事業交付金
６．財源の説明 補助基本額 3,930 補助率 50.0% 補助金額 1,965
　【県支出金】鳥取県おうちで子育てサポート事業交付金(満1歳まで)1,965千円　　　　
　【一般財源】611千円　　　　　　　　　　　　　　　※補助率:県1/2、町1/2

実施
計画

実施計画
計 上 額

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【地方創生総合戦略】安心して暮らせるまち（子育て環境の推進） 都道府県支出金 15020206417 おうちで子育てサポート事業交 1,965
　【第2期子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり
　【SDGs】目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　湯梨浜町家庭子育て支援事業実施要綱 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

３．用地の状況 14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,576 2,576

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　扶助費　2,576千円 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
２．根拠法令 11 役務費 26 公課費

　を超え、育児休業手当を受給していない期間） 04 共済費 19 扶助費 2,576 2,576
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　一人当たり対象月数が増加傾向にあり支給額が増となる見込みであるため、増額補正する 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　もの。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

一般財源 611 12,608 13,219

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　昼間家庭で子育てを行う者に対し、経済的不安の緩和を図り、安心して子育てできるよう 02 給料 17 備品購入費
　1月につき30,000円を支給する。対象期間は、対象児童が2歳に到達する日まで。(生後8週 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

2,576 16,058 18,634 8,260 10,375

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,965 3,450 5,415

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0142 家庭子育て支援事業 (簡略番号：035643) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101010500-0000 子育て支援課
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
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節

細節
03款 01項 03目 011500000事業 老人センター東湖園臨時経費

６．財源の説明
　【一般財源】　　　　822千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【本年度の計画】
　　工事請負費　
　　・東郷デイサービスセンター多目的トイレ改修工事
　【補正の効果】
　　老朽化による破損個所を修繕することで、利用者へ継続的かつ安定した施設環境を
　　提供することができる。

４．基本計画との関連 14 工事請負費 822 822
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 15 原材料費 合　計 822 822
　【第8次湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

５．本年度の計画効果

　○湯梨浜町立老人福祉センター設置及び管理条例 10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　　工事請負費　822,000円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
２．根拠法令 09 交際費 24 積立金

16 公有財産購入費
　　施設・設備の老朽化が進行しているため、必要箇所の修繕等を実施する。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　東郷デイサービスセンターの多目的トイレの水が流れなくなり、修繕を行う必要 04 共済費 19 扶助費
　があるため、増額補正を行うもの。 05 災害補償費 20 貸付金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 03 老人センター東湖園費 所属 0101014200-0000 福祉課（介護）

事業

0115 老人センター東湖園臨時経費 (簡略番号：034065) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

県支出金
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債 1,400 1,400
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

822 2,004 2,826 2,045 782

財
源
内
訳

国庫支出金

補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 822 604 1,426

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業概要】 01 報酬
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
03款 01項 05目 001600000事業 自立支援給付費

　【国庫支出金】  4,921千円
　【県負担金】　　2,460千円
　【一般財源】　　2,462千円
　 補助金等の名称 自立支援給付費負担金

補助基本額 9,843 補助率 75.0% 補助金額 7,381

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果 都道府県支出金 15010202012 自立支援給付費県負担金 2,460
　【本年度の計画効果】
　　上半期の利用実績は197,761,355円で、下半期も概ね同水準で推移すると見込み、各サ
　ービス毎に利用量を見直す。
　　補正後事業費　407,355,555円

６．財源の説明

13 使用料及び賃借料 予備費
４．基本計画との関連 14 工事請負費
　【第４次総合計画】共に支え合い笑顔いっぱいのまちづくり（福祉施策の推進） 15 原材料費 合　計 9,843 9,843
　【湯梨浜町障がい者計画】【湯梨浜町障がい福祉計画】
　　ＳＤＧs　目標３「すべての人に健康と福祉を」 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

国庫支出金 14010101021 自立支援給付費国庫負担金 4,921

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　障害者総合支援法 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金

　　・上半期の利用実績に基づく各サービスの年間利用量の見直し。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　所要額見込　407,355,555円　- 予算現額397,513千円　≒補正額　9,843千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　障害者総合支援法による障害福祉サービス利用にかかる利用者負担を除いた給付費とし 02 給料 17 備品購入費
　て事業所に支払うものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費 9,843 9,843

9,843 397,513 407,356 235,575 171,782

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 2,462 99,379 101,841

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 05 障がい者福祉費 所属 0101014100-0000 福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 4,921 198,756 203,677
県支出金 2,460 99,378 101,838

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0016 自立支援給付費 (簡略番号：005510) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費
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大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
03款 01項 05目 004200000事業 更生医療給付費

　

６．財源の説明
　【国庫支出金】自立支援医療費負担金　　 補助金等の名称 自立支援医療費国庫負担金、鳥取県障害者医療費負担金
　　事業費（扶助費） 3,749千円×1/2≒1,874千円 補助基本額 3,749 補助率 75.0% 補助金額 2,811
　【県支出金】　鳥取県障害者医療費負担金
　　事業費（扶助費） 1,875千円×1/2≒937千円

実施
計画

実施計画
　【一般財源】　　938千円 計 上 額

　【湯梨浜町障がい者計画】【湯梨浜町障がい福祉計画】 都道府県支出金 15010202012 自立支援給付費県負担金 937
　　ＳＤＧｓ目標３「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度計画】3,749千円（更生医療給付費）
　【事業の効果】人工透析等の継続的な治療、ペースメーカー移植術等の高額な手術費及び
　自己負担金等を負担し、適切な治療の促進と経済的負担軽減を図ることができる。

　障害者総合支援法、障害者医療費国庫負担金交付要綱、県自立支援医療費負担金交付要綱 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 3,749 3,749

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第４次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり 国庫支出金 14010101021 自立支援給付費国庫負担金 1,874

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　　扶助費　決算見込額21,316,716円-予算現額17,568,000円　≒3,749千円 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

　【増額理由】　上半期実績をもとに下半期実績見込みを算出した結果、不足が見込まれた 05 災害補償費 20 貸付金
　ため増額補正する。　 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の必要性】　更生医療給付費の支払実績及び申請状況に基づき、不足見込額を増額 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　補正する。 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】　身体障がいのある者が障がいの軽減・除去や機能回復のために受ける医 01 報酬 16 公有財産購入費
　　療を自立支援医療（更生医療）といい、人工透析、ペースメーカー移植術等が該当す　 02 給料 17 備品購入費
　　る。本人の収入や住民税課税状況により自己負担額が設定され、長期治療の必要な人に 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　は月額上限が2万円となっている。 04 共済費 19 扶助費 3,749 3,749

3,749 17,622 21,371 12,206 9,166

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 938 4,446 5,384

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 05 障がい者福祉費 所属 0101014100-0000 福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 1,874 8,784 10,658
県支出金 937 4,392 5,329

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0042 更生医療給付費 (簡略番号：005558) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
03款 01項 05目 005600000事業 コーディネート機能強化事業

　対し、100万円を上限に、初期経費の人件費を助成する。
　　倉吉市内の事業所のため湯梨浜町利用者分（25％）のみ予算計上する。
　　負担金　1,000千円×1/2×25％＝125,000円　
　【事業の効果】 補助金等の名称
　　相談支援専門員の増員により計画相談支援体制が充実することで、円滑な障害福祉サー 補助基本額 補助率 補助金額
　ビスの利用に繋がる。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【一般財源】　　　125千円

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり
　【湯梨浜町障がい者計画】【湯梨浜町障がい福祉計画】

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　相談支援専門員の新規、追加設置を行った事業所を運営する社会福祉法人等1事業者に

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費
　障害者総合支援法、県障害福祉サービス利用コーディネート機能強化事業補助金交付要綱 15 原材料費 合　計 125 125

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　　補助金　1,000,000円のうち県負担分を除いた500,000円を1市4町で按分 10 需用費 25 寄附金
　　10月時点利用者　全体：23人　うち湯梨浜町：4人　利用率約17％ 11 役務費 26 公課費
　　年度末時点で25％の利用を見込む。　　 12 委託料 27 繰出金

　村が行う同事業にかかる補助金交付のうち、本町利用者分の負担を行う。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　年度末時点で町内に対象の事業所がなかったがR6.5月～倉吉市の事業所から申請があり 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　、湯梨浜町の利用者分を増額補正する。 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　町内の障害福祉サービスの相談支援事業所が、相談支援専門員を新規、追加で設置す 02 給料 17 備品購入費
　る際の初期経費の一部を補助することによって、障がい児者の円滑な福祉サービス利用を 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 125 125
　促進する。事業所に対し、100万円を上限に1年間の人件費補助を行う。また県内の他市町 04 共済費 19 扶助費

125 125 125

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 125 125

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 05 障がい者福祉費 所属 0101014100-0000 福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0056 コーディネート機能強化事業 (簡略番号：044010) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
03款 01項 05目 011200000事業 障がい者自動車運転免許取得助成事業

　申　請　済：　1件　100,000円（予定）
　問い合わせ：　3件　（うち2名通学中。卒業後申請予定。）

６．財源の説明 補助金等の名称
　平成28年度より交付税措置 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】　300千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり
　【湯梨浜町障がい者計画】【湯梨浜町障がい福祉計画】
　　ＳＤＧｓ　目標３「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　10月中旬現在の実績
　助　　　成：　2件　200,000円

　障害者総合支援法 13 使用料及び賃借料 予備費
　地域生活支援事業実施要綱（国・県・町） 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 300 300
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連

　　予算現額　　　　　300,000円 09 交際費 24 積立金
　　不足額（補正額）　300,000円 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　　申請予定の方が多く、支出見込が当初予算を上回るため補正し増額する。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　年間支出見込額　　600,000円 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　障がい者に対し、自動車運転免許（第1種普通自動車免許）の取得に要する費用の一部 02 給料 17 備品購入費
　　を助成することにより、障がい者の就労等社会参加を促進するものである。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　助成上限額：100,000円 04 共済費 19 扶助費 300 300

300 300 600 300 300

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 300 300 600

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 05 障がい者福祉費 所属 0101014100-0000 福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0112 障がい者自動車運転免許取得助成事業 (簡略番号：005618) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 07 特別医療助成費

県支出金 8,105 44,666 52,771
事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

所属 0101014500-0000 健康推進課

事業

0040 特別医療給付費 (簡略番号：005821) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 16,211 95,051 111,262 71,574 39,689

財
源
内
訳

国庫支出金

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　重度心身障がい者、精神障がい者、小児、ひとり親の医療費の助成を必要とする者の医療 02 給料 17 備品購入費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 5,719 5,719
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 8,106 44,666 52,772

　特別医療費の支出額の増により不足額が生じる見込みがあるため、扶助費を増額補正する 05 災害補償費 20 貸付金
　もの。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　費（本人負担分）のうち、一部負担金を除いた額を助成する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費 16,211 16,211

　　〇現予算額及び予算執行状況 09 交際費 24 積立金
　　　現予算額 95,051,000円　　支出済額 62,949,953円（4月～10月支払分）　 10 需用費 25 寄附金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　必要額 111,261,543円－現予算額 95,051,000円＝補正額　16,210,543円 08 旅費 23 投資及び出資金

　　　支出済額 62,949,953円　　支出見込額 48,311,590円（11月～3月支払分） 13 使用料及び賃借料 予備費
　　※支出見込額は、過去5年間の実績から月別の最高額の合計、伸び率を反映して計上。 14 工事請負費

　　　執行率 66.23％ 11 役務費 26 公課費
　　〇必要額内訳 12 委託料 27 繰出金

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）

15 原材料費 合　計 16,211 16,211
２．根拠法令
　湯梨浜町特別医療費助成条例 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

都道府県支出金 15020205013 特別医療費補助金 8,105

　令和6年4月から小児医療費完全無償化を実施する。
　対象者に継続的に制度を周知し、適正に医療費を助成する。
　【事業の効果】 補助金等の名称 鳥取県特別医療費補助金
　制度周知により対象者の適用漏れを防ぎ、重度心身障がい者や子育て家庭などの医療費に 補助基本額 16,211 補助率 50.0% 補助金額 8,105
　係る経済的負担を軽減することができる。

　SDGｓ目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【県支出金】特別医療費補助金　8,105千円
　【一般財源】　8,106千円

03款 01項 07目 004000000事業 特別医療給付費
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
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節

細節
03款 01項 09目 001000000事業 隣保館管理運営経常経費

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果
　【計画効果】　
　　同和問題に対する理解や住民交流が促進され、また福祉・文化・生活の向上や同和問題
　の速やかな解決に資することができる。

６．財源の説明
　【一般財源】287千円

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 287 287
　【第4次総合計画】志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり(人権教育の充実）
　【あらゆる差別をなくする総合計画・実施計画】同和問題 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　　社会福祉法、隣保館施設運営（通知） 10 需用費 281 281 25 寄附金
　　湯梨浜町立隣保館の設置及び管理に関する条例 11 役務費 6 6 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　【補正の内容】 05 災害補償費 20 貸付金
　　修繕費　 　281千円 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　通信運搬費　6千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

16 公有財産購入費
　　修繕費、通信運搬費の増額補正。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　文化会館の一般修繕、雨漏り修繕、適切な維持管理に対応するため 04 共済費 19 扶助費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 09 隣保館運営費 所属 0101013000-0000 生涯学習・人権推進課（人権

事業

0010 隣保館管理運営経常経費 (簡略番号：006015) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 287 1,596 1,883 715 1,169

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,500 1,500

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2 2
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 287 94 381

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【補正の概要】 01 報酬
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

実施
計画

実施計画
計 上 額

　R6.9月末現在登録者数8名。創作活動、生産活動、交流の場として利用している。
　

03款 01項 11目 020300000事業 地域活動支援センター事業

６．財源の説明
　【一般財源】　　2,082千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

　　ＳＤＧｓ　目標３「すべての人に健康と福祉を」
財源 科目コード 科目名称 今回補正額

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　障がい者の創作活動、生産活動の機会の提供、社会交流促進等を図る場（本町においては
　湯梨浜町社会福祉協議会が運営している「みんなの家」を事業指定）を提供することに
　より、障がい者の地域生活支援の促進を図る。
　【令和６年度評価】

３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

４．基本計画との関連 14 工事請負費
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり 15 原材料費 合　計 2,082 2,082

08 旅費 23 投資及び出資金
２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　障害者総合支援法、地域生活支援事業実施要綱（国・県・町） 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費 2,082 2,082
　　利用者数、利用日数が当初見込より増えたため。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　扶助費　2,082,000円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

一般財源 2,082 5,347 7,429

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　湯梨浜町社会福祉協議会が運営している地域活動支援センター「みんなの家」を事業所 02 給料 17 備品購入費
　　指定とする。（平成19年4月開所） 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0203 地域活動支援センター事業 (簡略番号：044943) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,082 5,347 7,429 4,172 3,258

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 11 重層的支援体制整備事業費 所属 0101014100-0000 福祉課



款 03 02 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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03款 02項 01目 005200000事業 羽合第３放課後児童クラブ事業

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　羽合小学校に通う児童を対象に開設し、児童に適切な生活の場を提供することで、保護者
　が安心して就労等を行える環境を整える。
　【補正の効果】
　受入体制を事前に整えることで、令和7年4月の開所を円滑に進めることができる。 補助金等の名称 子ども･子育て支援交付金

補助基本額 843 補助率 33.3% 補助金額 280
６．財源の説明
　【国庫支出金】子ども･子育て支援交付金　280千円

実施
計画

実施計画
　【県支出金】子ども･子育て支援交付金　280千円(補助率:国1/3、県1/3、町1/3) 計 上 額
　【諸収入】放課後児童クラブ利用料　0千円
　【一般財源】284千円

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】｢共に支え合う 町民が主役の まちづくり｣(福祉施策の推進) 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【地方創生総合戦略】｢安心して暮らせるまち｣(子育て環境の推進) 国庫支出金 14020202023 子ども・子育て支援交付金 280
　【第2期子ども･子育て支援事業計画】｢働きながら子育てをしている家庭を支援する環境 都道府県支出金 15020206225 子ども・子育て支援交付金 280
　づくり｣(多様な働き方を応援するための保育サービスの充実促進)
　【SDGs】目標3「すべての人に健康と福祉を」
　

　則 12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費

３．用地の状況 14 工事請負費
15 原材料費 合　計 844 844

　消耗品費　598千円、備品購入費　246千円 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 598 598 25 寄附金
　児童福祉法、湯梨浜町放課後児童クラブの設置に関する条例、同管理及び運営に関する規 11 役務費 26 公課費

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　児童クラブの利用者増加に対応するため、令和7年4月に1単位（40名）の受入れを拡充す 05 災害補償費 20 貸付金
　る。4月の開所に向け、今年度中に物品等の準備を行う必要がある。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

一般財源 284 284

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　羽合小学校に通う児童に放課後の生活の場を提供することで、就労等で家庭で保育するこ 02 給料 17 備品購入費 246 246
　とができない保護者の子育てを支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

844 844 844

財
源
内
訳

国庫支出金 280 280
県支出金 280 280

事業期間 令 6.12.17～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 地方債

事業

0052 羽合第３放課後児童クラブ事業 (簡略番号：034223) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 01 児童福祉総務費 所属 0101010500-0000 子育て支援課
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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　【補正の効果】
　地域の保育･教育等の支援をスムーズに受けられるようになり、障がいの有無に関わらず
　全ての子どもが共に成長でき、地域社会への参加を推進することができる。

補助金等の名称 障がい児通所給付費等負担金
６．財源の説明 補助基本額 8,403 補助率 75.0% 補助金額 6,302
　【国庫支出金】障がい児通所給付費等負担金　4,201千円
　【県支出金】障がい児通所給付費等負担金　2,101千円　　※補助率:国1/2､県1/4､町1/4

実施
計画

実施計画
　【一般財源】2,128千円　　　　　　 計 上 額

03款 02項 01目 021300000事業 障がい児通所施設給付事業

　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進） 都道府県支出金 15010203407 障がい児通所給付費等負担金 2,101
　【第2期子ども･子育て支援事業計画】子育てをしているすべての家庭を支える環境づくり
　【SDGs】目標10 ｢人や国の不平等をなくそう｣

５．本年度の計画効果
　【補正の計画】
　新規利用者の増加等に伴い通所給付給付費の増額を行う。

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　児童福祉法、児童福祉法施行規則 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 8,430 8,430
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 国庫支出金 14010102413 障がい児通所給付費等負担金 4,201

　増額補正する。 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 10 需用費 3 3 25 寄附金
　消耗品費　3千円、手数料　24千円、扶助費　8,403千円 11 役務費 24 24 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　連へ委託し、通所医療費は、加入保険ごとに国保連と社保診療報酬支払基金へ支払う。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　地域で生活する障がい児の健やかな育成や地域生活、社会活動を支援する為に必要であ 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　る。当初見込みより新規利用者数が増加しており、利用者が増となる見込みであるため、 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　児童福祉法に基づき、障がいのある児童が障がい児通所施設を利用する場合の経費の一部 02 給料 17 備品購入費
　を支援する。児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援の各種サービスの 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　給付決定及び給付費等を支給する。通所給付費･相談支援給付費は、審査･請求事務を国保 04 共済費 19 扶助費 8,403 8,403

支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－児－その他 一般財源 2,128 14,910 17,038

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 01 児童福祉総務費 所属 0101010500-0000 子育て支援課

8,430 58,837 67,267 37,289 29,979

財
源
内
訳

国庫支出金 4,201 29,285 33,486
県支出金 2,101 14,642 16,743

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0213 障がい児通所施設給付事業 (簡略番号：032475) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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細節
03款 02項 05目 001500000事業 浜児童館管理運営経常経費

　【一般財源】 16千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果
　　児童の健康増進と情操の豊かさが図られる。
　

６．財源の説明
　【諸 収 入】148千円(建物災害共済等共済金)

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 164 164
　【第4次総合計画】志をもって　共に学び　明日を拓く　ひとづくり(人権教育の充実）
　【あらゆる差別をなくする総合計画】部落の完全解放の実現 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　　SDGs目標4「質の高い教育をみんなに」 諸収入 20050302119 建物災害共済等共済金（生涯学 147

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　　児童福祉法 10 需用費 164 164 25 寄附金
　　湯梨浜町立児童館の設置及び管理に関する条例、管理運営に関する規則 11 役務費 26 公課費

12 委託料 27 繰出金

　　館内窓ガラスの修繕 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　需用費　164千円（光熱水費　16千円　修繕料　148千円）　 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　【補正の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　需用費（光熱水費、修繕料）の増額。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　エアコン使用による電気代の増加 04 共済費 19 扶助費

地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 147 312 459
補助単独区分 目的区分 民－児－その他 一般財源 17 5,781 5,798

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

民生費 項 児童福祉費 05 児童館費 所属 0101013000-0000 生涯学習・人権推進課（人権

事業

0015 浜児童館管理運営経常経費 (簡略番号：007261) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 164 6,093 6,257 3,739 2,519

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
04款 01項 01目 002500000事業 琴浦斎場相互利用負担金

　おいて額変更の3者協議はない。

６．財源の説明
　【一般財源】　56千円

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【本年度の計画】
　　中部ふるさと斎場利用分については、過去1年間の実績に基づき、人口割50％、実績割
　50％で構成市町の負担率を算出し、琴浦町を除く構成市町で斎場の運営費を負担する。
　琴浦斎場利用分については、当該年の実績に応じ、１件あたり28,000円を負担する。
　(※広域連合経由で琴浦町に支払)　
　斎場使用料の増額改定にともない、負担金も増額となることが想定されるものの、現年に

12 委託料 27 繰出金
４．基本計画との関連 13 使用料及び賃借料 予備費
　【第４次総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（広域行政の推進） 14 工事請負費
　　SDGｓ　目標１７「パートナーシップで目標を達成しよう」 15 原材料費 合　計 56 56

08 旅費 23 投資及び出資金
２．根拠法令 09 交際費 24 積立金

10 需用費 25 寄附金
３．用地の状況 11 役務費 26 公課費

　　琴浦斎場利用に係る町支出負担金である。令和6年１月から9月の実績2件であり、10月 04 共済費 19 扶助費
　から12月について1件見込むため、3件の見込となり、2件の増額補正を行うもの。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　負担金（琴浦斎場利用）　56千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　湯梨浜町民の遺体を火葬する施設の運営費。広域連合負担金。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 56 56

臨･経 経常 地方債

事業

0025 琴浦斎場相互利用負担金 (簡略番号：042731) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 衛－保－環境衛生費 一般財源 56 28 84

県支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

56 28 84 84

財
源
内
訳

国庫支出金

衛生費 項 保健衛生費 01 保健衛生総務費 所属 0101010400-0000 町民生活課

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

事業

0121 子宮頸がん予防ワクチン接種事業 (簡略番号：007762) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

衛生費 項 保健衛生費 02 予防費 所属 0101014500-0000 健康推進課

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

4,301 9,302 13,603 5,871 7,733

財
源
内
訳

国庫支出金 66 66
県支出金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　町内に住所を有する小学6年生から高校1年生、キャッチアップ接種対象者に対して、子宮 02 給料 17 備品購入費

補助単独区分 目的区分 衛－保－その他 一般財源 4,301 9,236 13,537

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

　接種者数の増加により不足額が生じる見込みがあるため、委託料及び扶助費を増額補正す 05 災害補償費 20 貸付金
　るもの。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　頸がん予防ワクチンの定期予防接種を実施する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費 733 733

　②やむを得ない理由（協力医療機関以外での接種）等による償還払申請見込者数の増加に 09 交際費 24 積立金
　伴い、扶助費を増額計上するもの。（733千円） 10 需用費 25 寄附金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　①接種見込者数の増加に伴い、委託料を増額計上するもの。（3,568千円） 08 旅費 23 投資及び出資金

　予防接種法、湯梨浜町子宮頸がん予防ワクチン接種実施要綱、湯梨浜町予防接種費用助成 13 使用料及び賃借料 予備費
　金交付要綱 14 工事請負費

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 3,568 3,568 27 繰出金

　　まれ、16歳となる年度の末日までに子宮頸がん予防ワクチンを3回接種していない女子

　【第4次総合計画】共に支え合う 町民が主役のまちづくり(保健･医療･健康づくりの充実)
　SDGs 目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果

15 原材料費 合　計 4,301 4,301
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連

　ることで、将来にわたる健康の保持増進を図ることができる。
実施
計画

実施計画
計 上 額

６．財源の説明
　【一般財源】　4,301千円

04款 01項 02目 012100000事業 子宮頸がん予防ワクチン接種事業

　　□接種回数：一人当たり3回　
　　□委託料：1回　17,900円（2価4価ワクチン）、29,450円（9価ワクチン）　　　
　【事業の効果】 補助金等の名称
　接種により、子宮頸がんの原因とされるヒトパピローマウイルスの感染を予防し、5,6年 補助基本額 補助率 補助金額
　以上にわたってその効果が持続するとされている。成人後の子宮頸がん検診と組み合わせ

　【本年度の計画】
　定期予防接種である子宮頸がん予防ワクチン接種を医療機関へ委託し実施する。
　　□対象者：①小学6年生～高校1年生の女子②平成9年4月2日～平成20年4月1日の間に生
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

補正後の予算残額支出負担行為済額補正後の額補正前の額今回補正額区　　分(簡略番号：009327)果樹園緊急防除支援事業補助金0145

事業

産業振興課（農林水産）0101012200-0000所属農業振興費03農業費項農林水産業費
（単位：千円）6号補正現年

001 一般会計令和 6年度 歳出予算事業概要書

臨時臨･経継続新規･継続令 7. 1. 1～令 7. 3.31事業期間
871490381県支出金

国庫支出金
財
源
内
訳

7639601,722981741事 業 費

05款 01項 03目 014500000事業 果樹園緊急防除支援事業補助金

　【補正の効果】
　果樹カメムシ類被害の蔓延防止。

６．財源の説明 補助金等の名称 果樹カメムシ類緊急防除支援事業費補助金交付要綱
　【県支出金】381千円 補助基本額 1,143 補助率 33.3% 補助金額 381
　【一般財源】360千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　【ＳＤＧｓ】目標15「陸の豊かさも守ろう」
　

５．本年度の計画効果
　【本年度の効果】
　営農意欲の向上。

　果樹カメムシ類緊急防除支援事業費補助金交付要綱 13 使用料及び賃借料 予備費
　町農業被害対策緊急支援事業費補助金交付要綱 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 741 741
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連 都道府県支出金 15020401203 果樹園緊急防除支援事業補助金 381

　助金額762千円を計上（予算執行残額を考慮し、予算計上額は741千円）。 09 交際費 24 積立金
　(参考:被害状況　出荷量の１割程度(JA生産部)) 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　生産者の営農意欲の向上と特産物の生産振興を図る。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　生産部より報告があった53戸（うち柿4戸）、散布面積2,540a（うち柿172a）について補 08 旅費 23 投資及び出資金

節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　県の果樹カメムシ類緊急防除支援事業に係る補助率1/3を上乗せし、7月以降収穫までに5 02 給料 17 備品購入費
　アール以上の梨、柿、ぶどうのほ場において実施した追加防除（2回以上）費用の2/3を補 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 741 741
　助する。事業費上限は4,500円／10アール。 04 共済費 19 扶助費

地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－業－農業農村整備 一般財源 360 491 851

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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細節
05款 01項 03目 015600000事業 農業近代化資金利子補給補助金

　育成を図ることで、町内農業の維持発展を図る。

６．財源の説明
　【一般財源】21千円 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

　SDGs　目標15「陸の豊かさも守ろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　利子補給を行うことにより、町の農業振興及び自立経営農家の育成を図る。
　【補正の効果】
　新規申請2件分に伴う利子助成により、認定農業者の経営改善を支援し、自立経営農家の

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 21 21
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】「にぎわいと活力あるまちづくり」（魅力とやりがいのある農林水産 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　業）

　（実績見込額）405,089円－（予算額）385,000円＝（12月補正要求額）20,089円 09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金

２．根拠法令 11 役務費 26 公課費
　農業近代化資金融通措置要綱、湯梨浜町認定農業者借入資金利子補給事業実施要領 12 委託料 27 繰出金

　認定農業者が農業近代化資金を活用するにあたり、利子補給新規申請2件分に伴う補助を 05 災害補償費 20 貸付金
　行うため。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　認定農業者　新規申請2件分の利子補給補助金 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　認定農業者が経営改善に必要な機械や施設整備等のために農業近代化資金を借り受けた場 02 給料 17 備品購入費
　合に発生する利子について、県が助成した後の残額を町が助成するもの。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 21 21
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 農－業－農業農村整備 一般財源 21 385 406

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 03 農業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0156 農業近代化資金利子補給補助金 (簡略番号：009354) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 21 385 406 406

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
05款 01項 04目 005100000事業 土地改良事業

　【本年度の計画】
　県営事業にて実施する東郷川頭首工・奥ため池の完成。および、谷奥ため池改修工事の一
　部を着手する。農業水利施設を保有し、燃料高騰により影響を受ける団体を支援する。
　【補正の効果】 補助金等の名称 鳥取県しっかり守る農林基盤交付金
　農業用施設の延命化、災害発生の未然防止、利便性の向上により生産活動を支援する。燃 補助基本額 補助率 補助金額
　料費高騰分の負担軽減により生産活動を支援する。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【国庫支出金】39千円　【地 方 債】500千円　【一般財源】60千円

　が25%以上の施設管理者が管理する施設が対象) 地方債 21010401012 公共事業等債（河川応急事業） 100
２．根拠法令 地方債 21010401407 公共事業等債（農村地域防災減 400
３．用地の状況
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう　
５．本年度の計画効果

　透水性の高いシートの追加施行による増額　町負担金増額分　1,064,542円・・② 13 使用料及び賃借料 予備費
　○県営事業「福永谷奥ため池改修」工事用道路盛土材を購入予定していたが、他工事から 14 工事請負費
　の流用が可能となったための減額　町負担金減額分　△625,306円・・③ 15 原材料費 合　計 599 599
　※今回補正額　県営事業負担金3箇所　①+②+③=559,236円
　〇農業水利施設の省エネルギー化推進対策　原水田給水施設管理組合　39,000円 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　　省エネ化に取組む施設管理者に対し価格高騰分の7割支援(維持管理に占める電気料金等 国庫支出金 14020402019 農業水利施設省エネルギー化推 39

　 県営事業:町負担金(町負担割合　頭首工3%、ため池11%) 09 交際費 24 積立金
　○県営事業「東郷頭首工改修」河川内掘削において湧水対策として矢板による土留の追加 10 需用費 25 寄附金
　施行による増額　町負担金増額分　120,000円・・① 11 役務費 26 公課費
　○県営事業「宮内奥ため池改修」改修に必要な粘性盛土材の確保が困難となり、堤体内に 12 委託料 27 繰出金

　安定した農業生産活動の維持、継続を図り、と地域住民の安全を確保するためにため池等 05 災害補償費 20 貸付金
　の農業施設整備・補修が必要となる。電力料金等高騰の一部を支援することで、営農継続 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　を図る。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　農業生産基盤の整備及び補修を行う土地改良事業を実施する。また、エネルギー価格高騰 02 給料 17 備品購入費
　により農業水利施設に係る電気代に影響を受ける団体に対し電気料金の一部を支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 599 599
　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費

地方債 500 19,400 19,900
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 11,331 11,331
補助単独区分 目的区分 農－地－農業農村整備 一般財源 60 4,870 4,930

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 04 農地費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0051 土地改良事業 (簡略番号：009681) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 599 46,400 46,999 7,415 39,585

財
源
内
訳

国庫支出金 39 39
県支出金 10,799 10,799

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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節

細節
05款 01項 04目 029300000事業 畑作等促進整備事業

　苗を購入・育苗し、翌年秋以降に整備した梨団地へ植付を行う。

６．財源の説明
　増減なし 補助金等の名称 鳥取県土地改良事業費補助金（畑作等促進整備事業）

補助基本額 17,187 補助率 82.5% 補助金額 14,179

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　17　陸の豊かさを守ろう

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　苗を購入・育苗し、翌年秋以降に整備した梨団地へ植付を行う。
　【補正の効果】

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　畑作等促進整備事業実施要綱・要領 14 工事請負費 △17,187 △17,187

15 原材料費 合　計 0 0
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連

　○委　託　料　　17,186,235円　 09 交際費 24 積立金
　　内訳）苗購入2,651本 事業費：5,230,225円、育苗費2,651本 事業費：11,956,010円　 10 需用費 25 寄附金
　○工事請負費　△17,186,235円　 11 役務費 26 公課費

12 委託料 17,187 17,187 27 繰出金

　【補正の必要性】町特産の二十世紀梨等高収益作物栽培拡大のために整備する梨団地に植 05 災害補償費 20 貸付金
　え付ける苗を育苗するため。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　工事請負費で予定していた苗購入及び育苗費を委託料へ科目変更する 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　今滝梨団地整備事業により農地基盤を整備し、耕作条件を改善することにより、町特産二 02 給料 17 備品購入費
　十世紀梨、新甘泉、王秋等高収益が見込まれる果樹生産農地へ転換する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　（補助率　国65%、県17.5%、町17.5%、地元負担0%） 04 共済費 19 扶助費

地方債 23,600 23,600
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分補助事業 目的区分 農－地－農業農村整備 一般財源 2,650 2,650

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 04 農地費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0293 畑作等促進整備事業 (簡略番号：044546) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 150,000 150,000 5,060 144,940

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 123,750 123,750

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時

－35－



－36－

款 05 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
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細節
05款 01項 05目 008000000事業 地籍調査事業

　　 R5調査地区（2年目）は、計画どおりFⅠ工程（細部図根測量）からH工程（地籍図・地
　籍簿作成）を実施する。
　　 R6調査地区（1年目）は、2地区ともC工程（地籍図根三角測量）からFⅡ-1工程(一筆地
　測量)を実施する計画であったが、国県補助金配分率の低下、及びR6.4月からの積算基準
　単価(技術者単価等)の増額改定に加え、会計年度任用職員にかかる勤勉手当の補助対象追
　加があったことから、01地区については、E工程（一筆地調査）のみ、02地区については 補助金等の名称 鳥取県国土調査事業補助金
　、C工程（地籍図根三角測量）からE工程（一筆地調査）までの実施に変更となった。 補助基本額 △10,812 補助率 75.0% 補助金額 △8,109

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【県支出金】△8,109千円 計 上 額
　【一般財源】△2,688千円

３．用地の状況
財源 科目コード 科目名称 今回補正額

４．基本計画との関連 都道府県支出金 15020401034 防災・安全社会資本整備交付金 △8,109
　【第4次総合計画】未来を創造する先駆的なまちづくり（都市機能の充実）
　　SDGs目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

12 委託料 △9,807 △9,807 27 繰出金
２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　国土調査法及び地籍調査作業規定準則　ほか 14 工事請負費

15 原材料費 △176 △176 合　計 △10,797 △10,797

　　国県補助金の減額交付決定に伴い、事業費全体の減額補正が必要となったため。 08 旅費 △3 △3 23 投資及び出資金
　【補正の内容】 09 交際費 24 積立金
　　報償費 △654千円　旅費 △3千円　需用費 △124千円　役務費 △33千円 10 需用費 △124 △124 25 寄附金
　　委託料 △9,807千円　原材料費 △176千円 11 役務費 △33 △33 26 公課費

　　　　面積1.07m2 04 共済費 19 扶助費
　　・R6調査地区：方地ほかの各一部（01地区）、野花ほかの各一部（02地区） 05 災害補償費 20 貸付金
　　　　面積1.04km2 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の必要性】 07 報償費 △654 △654 22 償還金､利子及び割引料

一般財源 △2,688 16,863 14,175

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　国土調査法に基づく地籍調査の実施 02 給料 17 備品購入費
　　・R5調査地区：小鹿谷ほかの各一部（01地区）、長和田ほかの各一部（02地区） 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 △8,109 50,154 42,045

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0080 地籍調査事業 (簡略番号：010116) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △10,797 67,017 56,220 12,947 43,274

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分補助事業 目的区分 農－地－その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

農林水産業費 項 農業費 05 地籍調査費 所属 0101012000-0000 町民生活課（東郷支所）
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【実施計画】
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補助基本額 1,561 補助率 50.0% 補助金額 781

実施
計画

実施計画
計 上 額

05款 02項 02目 001900000事業 松くい虫等防除事業

　駆除事業により松くい虫による松の枯死拡大を防止する。
　【補正の効果】
　駆除事業により松くい虫による松の枯死拡大を防止することができる。
　

６．財源の説明
　【県補助金】　780千円　松くい虫等防除対策事業費補助
　【一般財源】　683千円 補助金等の名称 鳥取県松くい虫等防除事業費補助金交付要綱

４．基本計画との関連 15 原材料費 合　計 1,463 1,463
　【第4次総合計画】「にぎわいと活力あるまちづくり」（魅力とやりがいのある農林水産
　業） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　SDGｓ目標15陸の豊かさを守ろう 都道府県支出金 15020402003 松くい虫等防除対策事業費補助 780

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　鳥取県松くい虫等防除事業費補助金交付要綱 11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,463 1,463 27 繰出金

３．用地の状況 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

　施工方法：特別伐倒駆除（全木破砕）・燻蒸、処理量27m3、施工範囲：宇谷・園地内 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　必要額：1,463,000円 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　について被害木の拡大が確認されたため、特別伐倒駆除及び燻蒸を実施する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　重要松林を守るため、松枯れ被害が拡大しないよう、被害木対策を講じる必要がある。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

871 871
補助単独区分 目的区分 農－林－その他 一般財源 683 1,427 2,110

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　町内の松林を松くい虫被害から守るため、高度公益林･地区保全林内で行う事業。松枯れ 02 給料 17 備品購入費

農林水産業費 項 林業費 02 林業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0019 松くい虫等防除事業 (簡略番号：010445) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,463 7,763 9,226 6,600 2,627

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 780 5,465 6,245

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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　有害鳥獣捕獲支援を行い、捕獲数を増やし有害鳥獣の個体調整を行うことで、農作物被害 補助基本額 1,988 補助率 補助金額 1,207
　の減少、営農意欲の維持向上に寄与する。

実施
計画

実施計画
６．財源の説明 計 上 額
　【県支出金】1,207千円　　【一般財源】1,501千円

05款 02項 02目 012300000事業 鳥獣被害総合対策事業

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（魅力とやりがいのある農林水産業）
　SDGs目標　15　陸の豊かさを守ろう

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　捕獲従事者の捕獲奨励金及び活動費支援事業を実施する。
　【補正の効果】 補助金等の名称 鳥取県鳥獣被害総合対策事業補助金

15 原材料費 合　計 2,708 2,708
２．根拠法令
　鳥取県鳥獣被害防止総合対策交付金交付要綱 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　湯梨浜町農林水産業間接補助金交付要綱 都道府県支出金 15020402409 鳥獣被害総合対策事業補助金 1,207

３．用地の状況

　　実績見込回数445回(半日371回・１日74回)　増222回(半日195回・１日27回)　　 11 役務費 26 公課費
　〇有害鳥獣捕獲奨励金1,988千円 12 委託料 27 繰出金
　・イノシシ当初見込372⇒実績見込483(増111)・シカ:当初見込105⇒実績見込142(増37) 13 使用料及び賃借料 予備費
　・ヌートリア当初見込99⇒実績見込180(増81)・アライグマ当初見込4⇒実績見込3(減1) 14 工事請負費

　【補正の内容】　 07 報償費 1,988 1,988 22 償還金､利子及び割引料

　〇捕獲出役報償金720千円　【基準:半日3,000円・１日5,000円】 08 旅費 23 投資及び出資金
　　有害鳥獣被害報告が例年以上と予測し被害防止実施隊員の活動費の増額を見込む。 09 交際費 24 積立金
　　当初見込回数223回(半日176回・１日47回) 10 需用費 25 寄附金

　獣捕獲者への奨励金による支援を行い、有害鳥獣による農作物被害の減少を図る。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　イノシシをはじめとする有害鳥獣による農作物被害が拡大しており、営農意欲の減退や離 05 災害補償費 20 貸付金
　農の加速も懸念されるため対策を積極的に推進する必要がある。 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 農－林－その他 一般財源 1,501 6,936 8,437

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 720 720 16 公有財産購入費
　有害鳥獣捕獲や被害防止のために活動している鳥獣被害対策実施隊の活動費用及び有害鳥 02 給料 17 備品購入費

農林水産業費 項 林業費 02 林業振興費 所属 0101012200-0000 産業振興課（農林水産）

事業

0123 鳥獣被害総合対策事業 (簡略番号：010525) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 2,708 13,683 16,391 2,378 14,014

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,207 6,747 7,954

事業期間 令 7. 1. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　町内での創業、販路開拓や事業承継の取り組みを促進させる。 補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【繰入金】ふるさと湯梨浜浜応援基金繰入金　千円 計 上 額
　【一般財源】　千円

06款 01項 02目 027900000事業 創業・販路開拓支援事業

　【第4次総合計画】「にぎわいと活力あるまちづくり」（商工業の振興）
　【地方創生総合戦略】基本目標Ⅰ　活力ある元気なまち（商工業の振興）
　SDGｓ目標９「産業と技術革新の基盤をつくろう」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　創業、販路開拓や事業承継などの取り組みを行う事業者を支援する。
　【補正の効果】 補助金等の名称

２．根拠法令 15 原材料費 合　計 1,206 1,206
　湯梨浜町中小企業・小規模企業振興基本条例
　湯梨浜町創業・販路開拓支援補助金交付要綱 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

３．用地の状況

４．基本計画との関連

　創業・販路開拓支援事業補助金　1,206千円 11 役務費 26 公課費
　　必要額5,206千円-予算額4,000千円＝補正額1,206千円 12 委託料 27 繰出金
　（現在：６事業者2,546千円交付決定、今後：５事業者2,660千円を見込む） 13 使用料及び賃借料 予備費

14 工事請負費

　【補正の必要性】 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　創業、販路開拓、事業承継などの取り組みを行う事業者への補助金の交付や、セミナー等 08 旅費 23 投資及び出資金
　を開催することで、産業の振興、経済の活性化や生産性の向上を図るために必要である。 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 10 需用費 25 寄附金

　することで、その取り組みを支援する。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,206 1,206
　〈補助金〉創業・新しい分野への進出のための事業＝対象経費の1/2（上限50万円） 04 共済費 19 扶助費
　　　　　　販路開拓のための事業＝対象経費の1/2（上限20万円） 05 災害補償費 20 貸付金
　　　　　　事業承継のための事業＝対象経費の2/3（上限50万円） 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

2,897 2,897
補助単独区分 目的区分 商－その他 一般財源 1,206 1,168 2,374

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　町内で創業、販路開拓や事業承継などを行う事業者への補助金の交付、セミナー等を開催 02 給料 17 備品購入費

商工費 項 商工費 02 商工振興費 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

事業

0279 創業・販路開拓支援事業 (簡略番号：035401) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,206 4,065 5,271 800 4,471

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

　・西部）及び隣県との地域間競争に勝ち観光復興を図る。 補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【一般財源】　614千円 計 上 額

06款 01項 03目 012400000事業 鳥取中部観光推進機構会費

　SDGｓ　目標8「働きがいも　経済成長も」

５．本年度の計画効果
　【補正の計画】香港－米子の定期便（週3便）の就航に伴い、香港旅行社への商談におい
　て他地域との競争に打ち勝つため、中部圏域で1泊以上するツアー客を対象に、一人一泊2
　,000円の宿泊費助成を行う。
　
　【補正の効果】中部圏域での宿泊獲得、ツアー行程への地域素材の採用、鳥取県内（東部 補助金等の名称

15 原材料費 合　計 614 614
２．根拠法令

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（観光の振興）

　香港－米子便就航に伴い、香港旅行会社が造成するツアー客に対し、中部圏域宿泊施設に 11 役務費 26 公課費
　1泊以上宿泊及び観光地への立寄り等を条件に、一人一泊2,000円を助成する。 12 委託料 27 繰出金
　　対象期間　令和7年1月～3月中旬 13 使用料及び賃借料 予備費
　※総事業費3,000千円のうち、湯梨浜町負担分614千円（20.47%） 14 工事請負費

　観光ニーズを充足できず、観光需要の獲得競争に勝ち残るため、経営的な視点を取り入れ 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　た広域的な観光地域づくりが不可欠である。特にコロナ後の観光復興には訪日外国人観光 08 旅費 23 投資及び出資金
　客の誘致対策がキーであり、県中部圏域市町が連携して取り組む必要がある。 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 10 需用費 25 寄附金

　ナ後のインバウンド対策として香港定期便就航を機にツアー客への宿泊助成を実施し、さ 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 614 614
　らなる誘客を図る。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　観光の多様化が進む中、従来の行政や観光協会主導の施策や民間のサービス提供のみでは 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 商－観光 一般財源 614 1,759 2,373

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　鳥取県中部地域の連携を強め、観光資源の共有及び周遊環境の整備を行うにあたり、コロ 02 給料 17 備品購入費

商工費 項 商工費 03 観光費 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

事業

0124 鳥取中部観光推進機構会費 (簡略番号：011412) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 614 1,759 2,373 531 1,843

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

06款 01項 08目 001000000事業 温泉熱水二次利用施設管理経常経費

　【本年度の計画】
　不具合の生じている送湯ポンプ設備の修繕を行うなど、二次利用施設の適切な維持管理に
　努め、発電後の温泉を町内2施設に供給することでその有効活用を図る。
　【補正の効果】
　発電後の温泉を町内2施設に安定供給し、その有効活用を図る。

６．財源の説明
　【一般財源】1,408千円 補助金等の名称

15 原材料費 合　計 1,408 1,408
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】「未来を創造する先駆的なまちづくり」（資源・エネルギー対策の推 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　進）
　SDGｓ目標７「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」

５．本年度の計画効果

11 役務費 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

　明したため補正するもの。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　修繕料1,408千円（電磁流量計検出器交換） 09 交際費 24 積立金
　必要額2,288千円-予算額880千円＝1,408千円 10 需用費 1,408 1,408 25 寄附金

　るための2次利用施設の維持管理や修繕を行うもの。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】 04 共済費 19 扶助費
　水明荘と龍鳳閣に送湯している送湯管の電磁流量計２台が故障しており流量を表示する変 05 災害補償費 20 貸付金
　換器を交換するよう進めていたが、流量を計測する検出器も故障のため交換する必要が判 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

453 453
補助単独区分 目的区分 商－観光 一般財源 1,408 942 2,350

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　東郷温泉を利用した温泉熱発電後の温泉を国民宿舎水明荘とゆアシス東郷龍鳳閣で活用す 02 給料 17 備品購入費

商工費 項 商工費 08 温泉熱水二次利用施設管理費 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

事業

0010 温泉熱水二次利用施設管理経常経費 (簡略番号：011499) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 1,408 1,395 2,803 242 2,561

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
07款 02項 02目 001000000事業 道路維持事業

　【事業の効果】
　　町道の適切な維持管理により、町民に安心安全な町道を提供できる。

補助金等の名称
６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【地方債】　　緊急自然災害防止対策事業債（100％）500千円
　　　　　　　　緊急防災・減災事業債（100％）600千円

実施
計画

実施計画
　【一般財源】  4,279千円 計 上 額
　

　【第4次総合計画】
　　安全で住みやすいまちづくり（交通環境の充実）
　　SDGs　目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　迅速な修繕対応、維持管理を行う。

　（第42条）道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つように維持し、修繕し、もつて 14 工事請負費 4,000 4,000
　一般交通に支障を及ぼさないように努めなければならない　 15 原材料費 合　計 5,379 5,379

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
地方債 21010601502 緊急自然災害防止対策事業債（ 500

４．基本計画との関連 地方債 21010601601 緊急防災・減災事業債（道路改 600

　　賃借料　1,379千円　・小型除雪機賃借料（3か月分） 10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費

２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金
　道路法（昭和27年6月10日法律第180号） 13 使用料及び賃借料 1,379 1,379 予備費

　　町所有小型除雪機が故障し修繕不可の状態となったことから、町の除雪能力維持のため 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　小型除雪機の賃借料を補正計上するもの。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　　工事請負費　4,000千円　・道路維持修繕工事（道路構造物修繕、降雪被害対応） 09 交際費 24 積立金

　　町道を維持修繕し、生活基盤整備を実施するものである。 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　今後の緊急対応が必要な案件について、引き続き迅速な対応を行うために工事請負費を 04 共済費 19 扶助費
　追加計上する。また、各工事費の調整により地方債の充当額を変更する。 05 災害補償費 20 貸付金

46,800
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2,075 2,075
補助単独区分 目的区分 土－道－道路 一般財源 4,279 54,162 58,441

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

土木費 項 道路橋りょう費 02 道路維持費 所属 0101012400-0000 建設水道課（建設）

事業

0010 道路維持事業 (簡略番号：011754) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 5,379 103,550 108,929 20,881 88,049

財
源
内
訳

国庫支出金 1,000 1,000
県支出金 613 613

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債 1,100 45,700
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07款 05項 02目 001800000事業 町営住宅建替事業

　【補正の効果】松崎3団地入居者を始めとする町民に安全で安心な住宅を提供することが
　できる。

６．財源の説明 補助金等の名称 社会資本整備総合交付金（地域住宅計画）
　【国庫支出金】社会資本整備総合交付金　　　　 △11,695千円 補助基本額 74,661 補助率 50.0% 補助金額 37,330
　【地方債】　　公共施設等適正管理推進事業債　 △29,800千円
　【使用料】　　町営住宅使用料　　　　　　　　　　 △53千円

実施
計画

実施計画
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　 　　　　 5,402千円 計 上 額

　【社会資本総合整備計画[湯梨浜町における安全安心な住環境整備(地域住宅計画)]】 使用料 13010503001 町営住宅使用料 △53
　　SDGｓ目標１１「住み続けられるまちづくりを」 地方債 21010603011 公共施設等適正管理推進事業債 △29,800

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】松崎地区町営住宅建事業（PFI事業の最終年度）
　　堀之内団地と桜団地の一部の解体及び駐車場整備等　125,226千円
　　移転補償金　　1,250千円

　・レークサイド長江団地…「レークサイド・ヴィレッジゆりはま」の造成地を取得。 13 使用料及び賃借料 予備費
　・上町団地…現地で建替え 14 工事請負費

15 原材料費 合　計 △36,146 △36,146
４．基本計画との関連
　【第４次総合計画】安全で住みやすいまちづくり（住環境の充実） 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【町営住宅等長寿命化計画】【湯梨浜町地域住宅計画】 国庫支出金 14020502301 社会資本整備交付金（公営住宅 △11,695

　○地方自治法　○公営住宅法　○湯梨浜町営住宅設置及び管理に関する条例　他 09 交際費 24 積立金
　 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
３．用地の状況 12 委託料 △34,994 △34,994 27 繰出金

　【補正の内容】委託料　△36,146千円 05 災害補償費 20 貸付金
　 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金 △1,152 △1,152

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

２．根拠法令 08 旅費 23 投資及び出資金

　【事業概要】老朽化が進み、また危険な立地にある松崎地区の3つの町営住宅の非現地建 01 報酬 16 公有財産購入費
　替及び現地建替を行い、レークサイド・ヴィレッジゆりはま内にレークサイド長江団地を 02 給料 17 備品購入費
　、現上町団地解体後跡地に新たな上町団地を建設する。（PFI) 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　【補正の必要性】事業が完了したため、契約変更の事業費に合わせるため。 04 共済費 19 扶助費

△36,146 126,571 90,425 90,330 96

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 △53 17,610 17,557
補助単独区分 目的区分 土－住宅費 一般財源 5,402 30,136 35,538

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

土木費 項 住宅費 02 住宅建設費 所属 0101010400-0000 町民生活課

財
源
内
訳

国庫支出金 △11,695 49,025 37,330
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債 △29,800 29,800

事業

0018 町営住宅建替事業 (簡略番号：041865) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費

－43－
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消防費 項 消防費 03 消防施設費 所属 0101010100-0000 総務課

事業

0071 消防施設整備事業 (簡略番号：020480) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 302 302 302

財
源
内
訳

国庫支出金

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 6.12.17～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 地方債

県支出金

　引き込む工事を行う。 04 共済費 19 扶助費
　分団消防車庫（田後）まで延長されるため、第2分団消防車庫（田後）へ本管から水道を 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 33 33
　　たじりこども園建設に伴い、町道北溟中学校東線（北溟体育館前）の水道管本管が第2 02 給料 17 備品購入費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 消－その他 一般財源 302 302

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　きる。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　消防車庫等の適正な維持管理を行うことにより、消防団の円滑な活動に資することがで 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金

２．根拠法令 12 委託料 27 繰出金
11 役務費 26 公課費

　・水道加入負担金　33千円 10 需用費 25 寄附金
　・工事請負費（第2分団消防車庫給水管引込工事）　269千円 09 交際費 24 積立金

　【第4次総合計画】安全で住みやすいまちづくり(災害に強いまちづくりの推進) 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　SDGｓ　目標11「住み続けられるまちづくりを」

15 原材料費 合　計 302 302
４．基本計画との関連

３．用地の状況 14 工事請負費 269 269
13 使用料及び賃借料 予備費

　　消防施設を整備することにより、住民の生命、身体、財産を守ることができ、安心安全
　で災害に強いまちづくりの推進を図ることができる。

　より減災に努める。
　【事業の効果】

　【本年度の計画】
　　消防団活動を行うため、消防車庫の設備の整備を行い、町内の火災予防、災害活動等に

５．本年度の計画効果

08款 01項 03目 007100000事業 消防施設整備事業

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

６．財源の説明
　【一般財源】　302千円 補助金等の名称
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補助基本額 500 補助率 50.0% 補助金額 250
６．財源の説明
　【県支出金】250千円

実施
計画

実施計画
　【一般財源】250千円 計 上 額

09款 01項 02目 003200000事業 通学費助成事業

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　公共交通機関の通学定期券を購入して高等学校等に通学する高校生等の定期乗車券の購
　入に要する経費を補助する。
　【事業の効果】
　　定期乗車券の購入に要する経費を支援し、子育て家庭における経済的負担を軽減するこ
　とにより子育て支援の充実を図る。 補助金等の名称 鳥取県高校生等通学費助成事業費補助金

　湯梨浜町高校生等通学費助成補助金交付要綱 15 原材料費 合　計 500 500

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
都道府県支出金 15020801015 通学費助成事業補助金 250

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり
　SDGs　目標4「質の高い教育をみんなに」

　②－①＝500千円（補正額） 11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　鳥取県高校生等通学費助成事業費補助金交付要綱 14 工事請負費

　ため、補助金を増額補正する必要がある。 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の内容】 08 旅費 23 投資及び出資金
　当初見込：申請者数 130人（50千円／人） 補助金 6,500千円…① 09 交際費 24 積立金
　実績見込：申請者数 133人（53千円／人） 補助金 7,000千円…②   10 需用費 25 寄附金

　乗車券の購入に要する経費を補助する。月額実費負担額に対して7,000円を超えた額を助 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 500 500
　成する。 04 共済費 19 扶助費
　【補正の必要性】 05 災害補償費 20 貸付金
　　今年度の申請人数及び1人あたりの補助金額（平均）が当初の見込みより増加している 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 教－教－その他 一般財源 250 2,262 2,512

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　定期乗車券により公共交通機関を利用して県内の高等学校等に通学する高校生等の定期 02 給料 17 備品購入費

教育費 項 教育総務費 02 事務局費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0032 通学費助成事業 (簡略番号：040884) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 500 6,512 7,012 272 6,741

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 250 3,250 3,500

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債 1,000 1,000
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

－45－
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補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

09款 01項 03目 006000000事業 湯梨浜学校給食センター管理運営臨時経費

　　学校給食センターに新システムを導入し、来年度からの事務運用を行う。
　【事業の効果】
　　給食費等の徴収業務を効率的に行い、会計処理を迅速かつ適正に行うことができる。

６．財源の説明
　【一般財源】220千円

補助金等の名称

15 原材料費 合　計 220 220
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【SDGs】目標3「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律・学校教育法 11 役務費 26 公課費
　学校給食法・湯梨浜町立学校給食センター設置条例 12 委託料 220 220 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
３．用地の状況 14 工事請負費

　　システム設定に係る業務委託料　220千円 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　 08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金

２．根拠法令 10 需用費 25 寄附金

　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　今年度末までに学校給食費等徴収金システムを導入するために必要な整備であり、その 04 共済費 19 扶助費
　経費を増額補正するものである。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の内容】 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

補助単独区分 目的区分 教－保－学校給食費 一般財源 220 2,879 3,099

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　学校給食費等徴収金システムを導入するために必要な環境整備を行う。 02 給料 17 備品購入費

教育費 項 教育総務費 03 給食事業費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0060 湯梨浜学校給食センター管理運営臨時経費 (簡略番号：045127) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 220 10,679 10,899 10,899

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債 7,800 7,800
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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　ついてスクールバスによる通学を行い、児童の通学確保と安全を図ることができる。 補助基本額 補助率 補助金額

６．財源の説明
実施
計画

実施計画
　【一般財源】△5,120千円 計 上 額
　

09款 02項 01目 001800000事業 スクールバス委託事業

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　町立東郷小学校にスクールバスを3台運行する。
　　＊年間230日運行　3台（花見方面2台　舎人方面1台）
　　※スクールバスの対象地域の児童が増加したため、舎人方面1台が花見方面も運行する
　【事業の効果】
　　町立東郷小学校区にあっては、東郷小学校から片道2Km以上の距離にある地区の児童に 補助金等の名称

　学校保健安全法 15 原材料費 合　計 △5,120 △5,120

３．用地の状況 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり
　　SDGｓ目標４「質の高い教育をみんなに」

　【補正の内容】 11 役務費 26 公課費
　　委託料　△5,120千円 12 委託料 △5,120 △5,120 27 繰出金

13 使用料及び賃借料 予備費
２．根拠法令 14 工事請負費

　　　　　　　　※スクールバスの対象地域の児童が増加したため、舎人方面1台が 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　　　　　　　　花見方面も運行する。 08 旅費 23 投資及び出資金
　【補正の必要性】 09 交際費 24 積立金
　　令和5年度分(令和5年10月1日～令和6年9月30日)の運行実績に伴い委託料を減額する。 10 需用費 25 寄附金

　　＊契約期間：①令和元年10月1日から令和6年9月30日まで(5年間)の長期継続契約 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　　　　　　　②令和6年10月1日から令和11年9月30日まで(5年間)の長期継続契約 04 共済費 19 扶助費
　　＊運行期間：令和6年4月1日から令和7年3月31日までの年間230日 05 災害補償費 20 貸付金
　　＊運行内訳：花見方面2台　舎人方面1台 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

15,220 15,220
補助単独区分 目的区分 教－小学校費 一般財源 △5,120 18,888 13,768

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】　　 01 報酬 16 公有財産購入費
　　東郷小校区内にスクールバスを配置運行し、遠方からの児童の通学手段の確保を図る。 02 給料 17 備品購入費

教育費 項 小学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0018 スクールバス委託事業 (簡略番号：023788) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △5,120 34,108 28,988 15,626 13,363

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

６．財源の説明 補助基本額 補助率 補助金額
　【一般財源】△3,447千円

実施
計画

実施計画
計 上 額

09款 03項 01目 012900000事業 スクールバス経費

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　湯梨浜中学校にスクールバスを2台運行する。
　　＊年間330日運行　2台（①筒地・泊・宮内方面、②宇谷・舎人・東郷小方面）
　【事業の効果】
　　湯梨浜中学校区にあっては、湯梨浜中学校から片道6km以上の距離にある地区の生徒に
　ついてスクールバスによる通学を行い、生徒の通学確保と安全を図ることができる。

補助金等の名称

15 原材料費 合　計 △3,447 △3,447
３．用地の状況

財源 科目コード 科目名称 今回補正額
４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり
　　SDGｓ目標４「質の高い教育をみんなに」

　　委託料　△3,447千円 11 役務費 26 公課費
12 委託料 △3,447 △3,447 27 繰出金

２．根拠法令 13 使用料及び賃借料 予備費
　学校保健安全法 14 工事請負費

　　運行内訳：泊地区・東郷地区の一部生徒　2台 07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　【補正の必要性】　 08 旅費 23 投資及び出資金
　　令和5年度分(令和5年10月1日～令和6年9月30日)の運行実績に伴い委託料を減額する。 09 交際費 24 積立金
　【補正の内容】 10 需用費 25 寄附金

　徒の通学手段の確保を図る。 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　契約期間：①令和元年10月1日から令和6年9月30日まで(5年間)の長期継続契約 04 共済費 19 扶助費
　　　　　　　②令和6年10月1日から令和11年9月30日まで(5年間)の長期継続契約 05 災害補償費 20 貸付金
　　運行期間：令和6年4月1日から令和7年3月31日までの年間330日 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

18,808 18,808
補助単独区分 目的区分 教－中学校費 一般財源 △3,447 11,733 8,286

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　湯梨浜中学校区内にスクールバスを配置し、遠方（泊地区・東郷地区の一部）からの生 02 給料 17 備品購入費

教育費 項 中学校費 01 学校管理費 所属 0101012600-0000 教育総務課

事業

0129 スクールバス経費 (簡略番号：020036) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △3,447 30,541 27,094 14,557 12,538

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債
経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 01 社会教育総務費 所属 0101012700-0000 生涯学習・人権推進課（生涯

事業

0211 放課後こども教室推進事業 (簡略番号：040369) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △1,360 2,855 1,495 780 716

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 △907 1,903 996

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経

09款 04項 01目 021100000事業 放課後こども教室推進事業

　な教育支援活動の実施により、地域の教育力の向上が図られる。

６．財源の説明
　【県補助金】△907千円（学校・家庭・地域連携協力推進事業（放課後子ども教室）） 補助金等の名称 学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金
　【一般財源】△453千円 補助基本額 △1,360 補助率 66.6% 補助金額 △907

実施
計画

実施計画
計 上 額

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　　東郷地域2箇所（舎人、大介）、羽合地域2箇所（長瀬、橋津）、泊地域１箇所（宇谷）
　　の計5教室を開設している。
　【事業の効果】
　　子ども教室の開設を行い、活動拠点（居場所）の確保、放課後等の学習指導、自然体験
　活動支援、文化活動支援など子ども達の放課後活動の充実とともに、地域社会全体で様々

13 使用料及び賃借料 予備費
４．基本計画との関連 14 工事請負費
　【第４次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 15 原材料費 合　計 △1,360 △1,360
　　　　　　　　　　（地域でつながり、生涯にわたり学び続ける環境づくり）
　ＳＤＧｓ　目標４「質の高い教育をみんなに」 財源 科目コード 科目名称 今回補正額

都道府県支出金 15020803030 学校家庭地域連携協力推進事業 △907

２．根拠法令 09 交際費 24 積立金
　　社会教育法 10 需用費 △18 △18 25 寄附金

11 役務費 26 公課費
３．用地の状況 12 委託料 27 繰出金

　【補正の内容】 05 災害補償費 20 貸付金
　　報 償 金　△1,342千円 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　消耗品費　△　 17千円 07 報償費 △1,342 △1,342 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金

　【補正の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　放課後こども教室の実績見込みによる減額 02 給料 17 備品購入費
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

　　東田後寺子屋教室分の経費の減額 04 共済費 19 扶助費

地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 教－社会教育費 一般財源 △453 952 499

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
09款 04項 02目 026400000事業 湯梨浜みんなのげんき館事業

　【国庫支出金】△783千円（デジタル田園都市国家構想交付金）
　【使　用　料】　 50千円（湯梨浜みんなのげんき館使用料）
　【諸　収　入】△ 81千円（湯梨浜みんなのげんき館雑入）
　【 一般財源 】△651千円 補助金等の名称

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

使用料 13010602411 湯梨浜みんなのげんき館使用料 50
５．本年度の計画効果 諸収入 20050302699 湯梨浜みんなのげんき館雑入 △81
　　中央公民館泊分館のトレーニングルーム等の活用、健康に関する町民の意向調査に基づ
　く今後の地域資源を活かした健康づくり事業、健康課題の解決に向けた全町的な取り組み
　につなげることができる。

６．財源の説明

　社会教育法、湯梨浜みんなのげんき館の設置及び管理に関する条例 13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費

３．用地の状況 15 原材料費 合　計 △1,465 △1,465

４．基本計画との関連 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
　【第4次総合計画】志をもって共に学び明日を拓くひとづくり 国庫支出金 14020101246 デジタル田園都市国家構想交付 △783

　　備品購入費　△ 247千円 09 交際費 24 積立金
　　補助金　 　　△ 330千円 10 需用費 25 寄附金

11 役務費 △31 △31 26 公課費
２．根拠法令 12 委託料 △824 △824 27 繰出金

　【補正の内容】 05 災害補償費 20 貸付金
　　報償費　　  　△　33千円　 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　　役務費　　  　△　31千円 07 報償費 △33 △33 22 償還金､利子及び割引料

　　委託料　  　　△ 824千円 08 旅費 23 投資及び出資金

　【補正の概要】 01 報酬 16 公有財産購入費
　　げんき館事業の実績見込みによる減額。 02 給料 17 備品購入費 △247 △247
　【補正の必要性】 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 △330 △330
　　予算の適正管理のため 04 共済費 19 扶助費

地方債
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 △31 925 894
補助単独区分 目的区分 教－社会教育費 一般財源 △651 13,684 13,033

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 6号補正 （単位：千円）

教育費 項 社会教育費 02 公民館費 所属 0101012800-0000 中央公民館

事業

0264 湯梨浜みんなのげんき館事業 (簡略番号：043358) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 △1,465 21,622 20,157 7,330 12,828

財
源
内
訳

国庫支出金 △783 7,013 6,230
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時


